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[被災地支援活動] 
・能登半島地震（2007 年） 

５月、延べ約 10 日間にわたり穴水町災害ボランティアセンターでの活動。仮

設住宅の引越し準備、訪問活動など。 
６月～現在、穴水町商店街の復興支援活動（月１回以上の訪問）。 

・新潟県中越沖地震（2007 年） 
７～８月、延べ約 30 日間にわたり刈羽村災害ボランティアセンターで活動。

避難所班として避難所の見守り活動。うるうるパック等の配布。のちに仮設住

宅への引越し支援等。 
10 月、せともの市開催。 

・宮城・岩手内陸地震（2008 年） 
7 月、栗駒耕英地区での交流会支援 

・8 月末豪雨（2008 年） 
8 月、なごや災害ボランティア連絡会の一員として 1 週間、被災地支援活動。 
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